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日本山岳会

創立100周年企画について
平林 克敏

きたるべき2005年の日本山岳会創立 100周年を目
前 にひかえ、昨年5月 の臨時理事会で「 100周 年記念
事業企画プロジェク ト」設置が了承され、その後平林を

リーダーに村丼龍一副会長、西村政晃、今村干秋、高原

三平の常任理事の5人がプロジェク トメンバーとなり半

年間の協議の結果、このほど「 100周 年記念事業の運
営組織と事業計画」案がまとまりました。この間、支部

長会の協議を経て、今年 1月 の理事会において大筋の了

承を得ま したので2月 2日、臨時評議委員会を開き、意

見を拝聴 し、報告を行いま した。ここに「創立 100周

年企画案」の概要を掲載 します。

当
会
発
足
以
来
最
も
重
要
か
つ
意
義

あ
る
記
念
事
業
と
な
る
た
め
、
以
下
の

三
つ
の
理
念
と
次
の

一
〇
〇
年
を
念
頭

に
据
え
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、　
一
〇
〇
年
の
伝
統
を
い
か
に
表
現

す
る
か
。

二
、
将
来
に
残
る
事
業
に
重
き
を
置
く
。

（
一
過
性
の
も
の
で
な
く
、
後
世
に
伝

わ
り
残
る
も
の
）

三
、
会
員
の
全
員
参
加
を
モ
ッ
ト
ー
に

推
進
す
る
。

（支
部
の
事
業
へ
の
積
極

的
参
加
、
海
外
登
山
へ
の
参
加
な
ど
）

さ
ら
に
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
け
た

モ
ッ
ト
ー
や
理
念
、
誇
り
や
志
と
な
る

明
る
い
、
し
な
や
か
な
標
語
を
考
え
、

全
会
員
の
精
神
的
高
揚
を
図
る
。

■
事
業
の
運
営
と
組
織

当
会
の
理
事
会
は
会
運
営
の
日
常
業

務
を
多
く
抱
え
て
い
る
の
で
、　
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
に
専
念
す
る
必
要
性
か

ら

「日
本
山
岳
会
創
立

一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
委
員
会
」
並
び
に

「同
実
行
委

員
会
」
を
設
け
実
施
す
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
。

「記
念
事
業
委
員
会
」
は
会
長
が
委
員

長
と
な
り
、
二
名
の
常
任
委
員
と
理
事
、

評
議
員
の
中
か
ら
委
員
を
選
任
す
る
他
、

有
識
者
を
加
え
、
事
業
計
画
の
決
定
と

所
要
資
金
の
募
金
に
あ
た
る
。

「実
行
委
員
会
」
は
担
当
副
会
長
を
委

員
長
と
し
、
六

つ
の
基
本
事
業

（記
念

登
山
、
式
典
、　
一
〇
〇
年
史
、
支
部
事

業
、
記
念
施
設
、
集
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
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100周年記念事業推進組織 (案)

2002年 ～ 2003年 まで準備委員
2003年 5月 委員会に改称する

会
)

創 立 100周 年
記 念 事 業 委 員 会

委員長(山岳会会長)

委員 (理事並びに評議員若千名)

財 務 委 員 会

(         他   名)

実 行 委 員 会
100周年担当副会長

(他 10名 )

募 金 委 員 会
・100周 年募金

・記念海外登山募金
(         他   名)

記念施設“設備

委  員 会
(        他  名)

支部記念事業

推進委員会

(       他  名)

言己念フオーラム

委  員 会
(        他  名) (        他  名)

式 典 小 委 員 会

(       他  名)
VIP担 当小委員会
(      他  名)

式典委員会 記念登山隊

実行委員会

(       他  名)

。海 外 登 山

。国 内 登 山

海外向100年誌小委員会

(      他  名)

00年 史

他

１

委 員  会

募
金
）
を
委
員
会
組
織
で
実
施
す
る
。

一
〇
〇
周
年
事
業
の
規
模
に
鑑
み
新

た
に
発
生
す
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
傘
下
に
各
々

小
委
員
会
を
設
け
運
営
す
る
。

■
事
業
企
画
（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の

概
要

一
、　
一
〇
〇
年
史
編
纂

●
既
に
進
行
中
の
編
纂
事
業
は
当
会
が

後
世
に
伝
え
る
最
も
重
要
な
も
の
と

位
置
づ
け
、
完
成
さ
せ
る
。

●
日
本
の
文
化
風
土
の
中
で
、
培
わ
れ

て
き
た
、
黎
明
期
の
登
山
か
ら
近
代

登
山
に
至
る
登
山
思
想
の
流
れ
の
中

で
、
日
本
山
岳
会
の
果
た
し
て
き
た

役
割
を
考
慮
に
入
れ
、
編
纂
の
視
点

と
す
る
。

●
外
国
人
や
宣
教
師
以
前
に
育
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
た
日
本
の
近
代
登
山
の

萌
芽
を
考
え
る
と
共
に
、
欧
州
の
列

強
か
ら
大
幅
に
出
遅
れ
た
日
本
人
の

登
山
や
探
検
思
想
を
、
国
体
や
国
民

性
か
ら
と
ら
え
る
な
ど
、
幅
広
い
考

察
が
必
要
と
な
ろ
う
。

●
英
文
誌
に
重
点
を
置
き
、
世
界
に
発

信
で
き
る
小
誌
編
纂
は
ぜ
ひ
必
要
で

あ
る
。

二
、
記
念
登
山

（海
外
並
び
に
国
内
）

●
従
来
型
の
大
き
な
海
外
登
山
が
必
要

か
否
か
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

●
七
〇
〇
〇
口
川
級
の
未
踏
峰
三
～
四
座

程
度
を
選
定
し
、
各
支
部

（ブ

ロ
ツ

ク
）
中
心
で
推
進
す
る
方
策
を
検
討

す
る
。

●

「日
本
人
の
足
跡
を
訪
ね
て
」
戦
前
、

戦
後
の
日
本
人
の
登
山
と
探
検
の
足

跡
を
メ
デ
ィ
ア
と
共

に
追

い
、
「自

然
環
境
、
生
活
や
文
化
」
を
当
時
と

比
較
し
な
が
ら
、
足
跡
を
た
ど
る
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
展
開
し
、
多
く
の
会

員
の
参
加
を
あ
お
ぐ
。

●
国
内
登
山
は
多
く
の
支
部
会
員
の
参

加
を
求
め
る
意
味
か
ら

「日
本
列
島

中
央
大
分
水
嶺
の
踏
査
」
を
科
学
委

員
会
を
中
心
に
実
施
す
る
。
こ
の
分

水
嶺
踏
査
に
つ
い
て
は
、
第
三
回
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（二
〇
〇
三
年
二

月
十
六
日
～
二
十
三
日
）
と
の
関
連

を
考
慮
し
検
討
す
る
。

三
、
式
典

・
集
会

●
記
念
式
典
と
晩
餐
会
、
原
則
と
し
て

従
来

（八
〇
、
九
〇
周
年
）
の
方
法

を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し
、
招
待
す
る

(2)
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来
賓
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
。

海
外
山
岳
会
五
～

一
〇
カ
国
。

国
内
関
係
先
官
庁
、
関
係
山
岳
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
。

●
ブ

ロ
ッ
ク
別
記
念
式
典

支
部
の
プ

ロ
ッ
ク
化
を
明
確
に
し
、

今
回
を
機
に
定
着
さ
せ
る
。

四
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
記
念
式
典
、
晩
餐
会
に
合
わ
せ
、
同

日
に
実
施
。

●
テ
ー
マ
案

一
〇
〇
周
年
を
考
え
る
。

（世
界
の

登
山

・
探
検
と
日
本
）

新
し
い
世
紀
の
人

・
自
然

・
環
境
を

考
え
る
。

●
各
支
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
支
部
記
念
事
業
委
員
会

が
管
掌
す
る
。

五
、
支
部
記
念
事
業

●
支
部
記
念
事
業
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
支
部
固
有
の
事
業
の
推
進

・
支

援
の
他
、
本
部
事
業
と
の
整
合
性
を

検
討
し
な
が
ら

「全
員
参
加
」
を
念

頭
に
お
い
た
諸
企
画
を
創
出
す
る
。

●
支
部
ま
た
は
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
式
典
、

パ
ー
テ
ィ
ー
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
地

域
色
豊
か
な
企
画
を
考
え
る
。

●
登
山
実
行
委
員
会
と
連
帯
し
、
ブ

ロ

ッ
ク
単
位
で
海
外
の
未
踏
峰
登
山
を

企
画

・
立
案
す
る
他
、
本
部
が
実
施

す
る
登
山

へ
の
参
画
も
検
討
す
る
。

全
体
と
し
て
支
部
に
ウ

エ
イ
ト
の
高

い

一
〇
〇
周
年
事
業
を
目
指
す
。

六
、
記
念
施
設

・
設
備

●
創
立
以
来
自
然
発
生
的
に
設
立

・
拡

充
し
て
き
た
ル
ー
ム
な
ど
諸
施
設
を

見
直
し
、
半
世
紀
を
目
指
し
た
ル
ー

ム
環
境
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
そ

の
た
め
の
投
資
を

一
〇
〇
周
年
事
業

と
し
て
実
施
す
る
。

●
各
支
部
ル
ー
ム
の
あ
り
方
、
助
成
方

法
を
支
部
と
共
に
考
え
る

（支
部
の

規
模

・
立
地

・
歴
史
な
ど
を
考
慮
）
。

●
こ
の
他
、
支
部
並
び
に
ブ

ロ
ッ
ク
地

区
会
員
の
便
宜
を
考
え
、
専
用
ヒ

ュ

ッ
テ
の
創
設
を
検
討
す
る
。

七
、
新
日
本
山
岳
誌
編
纂

●
商
業
出
版
物
と
し
て
、
平
成
十

一
年

よ
り
編
纂
継
続
中
。

■
裏
全
一

●
以
上
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は

莫
大
な
資
金
を
必
要
と
す
る
。
よ
い

事
業
の
た
め
に
潤
沢
な
資
金
を
必
要

と
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
時

局
を
考
え
る
と
、
そ
の
多
く
の
部
分

は
会
員
お
よ
び
関
係
者
の
お
力
に
よ

る
こ
と
と
な
る
。

●
当
面
の
会
員
募
金
目
標
を
四
〇
〇
〇

万
円
。

一
般
か
ら
の
寄
付

一
億
円
。

●
こ
の
意
味
か
ら
も
募
金
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
歴
代
会
長
並
び
に
副
会

長
の
他
、
選
定
に
意
を
尽
く
す
必
要

が
あ
る
。

■
そ
の
他
継
続
審
議
と
し
て

設
備
委
員
会
に
検
討
を
委
ね
る

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
支
部
並
び
に
ブ

ロ
ッ
ク
地
区
会
員
の

便
益
を
考
え
、
専
用
ヒ

ュ
ッ
テ
を
新

設
し
、
活
用
す
る
。

「高
尾
の
森
づ

く
り
」
の
中
に
専
用
ヒ

ュ
ッ
テ
建
設

は
こ
の

一
例
で
あ
る
。

●
一
〇
〇
周
年
に
残
す
最
大
の
記
念
施

設
と
し
て

「登
山
学
校
」
を
開
設
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会

ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
青
年
を
育
成
す
る
。
本
件
は
文
部

科
学
省
登
山
研
修
所
の
流
用
も
含
め

て
検
討
す
る
。

◎
最
後
に
こ
の

一
〇
〇
周
年
事
業
企
画

が

一
〇
〇
周
年
の
回
顧
に
止
ま
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
日
本
山
岳
会
の
あ

り
方
を
考
え
る
諸
施
策
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
現

在
理
事
会
の

「長
期
計
画
策
定
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
が
検
討
中
の

「将
来

ビ
ジ

ョ
ン
」
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
山
岳
会
の
将
来
を
見
据
え
、
新
た
な

躍
進
を
す
る
た
め
に
は
、
会
員
各
位
の

新
た
な
理
解
と
物
心
両
面
か
ら
の
協
力
、

支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ゴールデン・ウイーク0カトマンズ行(理F)予告

〒105‐0003東京都港区西新橋 1‐ 12‐ 1西新橋1森ビル2F TEL。 03‐ 3503‐ 1911
大阪/TEL06‐6444-3033 名古屋/TEL052‐ 581‐ 3211 福岡/TEL092‐ 715‐ 1557

4:127111～ 5151日}911間

チベット高原上空からカトマンズヘ

ヒマラヤ越えが魅力の特別運行便

ボ…イング75ス機窓からの大パノラマ

印
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|■
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「
高

尾

の
森

づ

く

り

」
の

一
年

「高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
が
発
足
し

て

一
年
が
過
ぎ
た
。
当
初
は
、
三
十
人

も
集
ま
れ
ば
上
々
だ
っ
た
参
加
者
も
、

月
を
追
う
ご
と
に
輸
が
広
が
り
、
い
ま

や
、
毎
月
の
作
業
日
に
は
六
、
七
十
人

が
裏
高
尾
の
小
下
沢
国
有
林
に
集
合
す

る
。
昨
年

一
年
間
に
作
業
に
参
加
し
た

人
た
ち
は
延
べ
約
千
人
、
登
録
会
員
数

は
百
人
を
超
え
た
。
通
常
、
こ
の
種
団

体
に
お
け
る
会
員
の
行
事
参
加
率
は
多

く
て
三
〇
％
程
度
だ
そ
う
だ
か
ら
、
い

さ
さ
か
驚
き
だ
。
最
近
の
自
然
保
護
や

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
対
す
る
世
の
中
の
関

心
の
高
さ
と
健
康
志
向
に
加
え
、
高
尾

と
い
う
交
通
至
便
の
地
の
利
が
味
方
し

て
回
転
し
始
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同
じ

継
続
的
な
活
動
を
望
む
人
た
ち
は
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
会
員
に
限
ら
ず
広
く
受
け
入
れ

て
い
る
の
も
い
い
雰
囲
気
を
か
も
し
出

し
て
い
る

一
因
で
あ
る
。　
一
日
の
作
業

を
終
え
て
、
自
然
の
只
中
で
ト
ン
汁
を

す
す
り
夏
場
は
缶
ビ
ー
ル
で
談
笑
す
る

ひ
と
時
が
な
ん
と
も
楽
し
く
、
こ
れ
が

あ
る
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見

が
圧
倒
的
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
、
い
ま
日
本
山
岳
会

が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
の
か
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

日
本
の
林
業
経
営
が
危
機
に
瀕
し
て

久
し
い
。
わ
が
国
で
は
、
戦
後
の
復
興

需
要
と
高
度
成
長
の
も
た
ら
し
た
本
材

の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
自
然
林
を

次
々
と
伐
採
し
そ
の
跡
に
成
長
の
早
い

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
針
葉
樹
を
植
林
す
る

拡
大
造
林
計
画
と
呼
ば
れ
る
林
業
政
策

が
全
国
的
に
行
わ
れ
た
。

一
方
、
国
産
材
だ
け
で
は
ま
か
な
い

き
れ
な
い
本
材
需
要
を
補
う
た
め
輸
入

材
の
完
全
自
由
化
が
実
施
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
安
価
な
輸
入
木
材
の
大
量
流

入
の
影
響
は
深
刻
で
、
大
半
の
山
が
コ

ス
ト
割
れ
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

い
ま
や
手
を
入
れ
れ
ば
入
れ
る
ほ
ど
赤

字
が
嵩
む
た
め
、
日
本
の
森
林
の
八
割

が
手
入
れ
も
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
は
、

成
長
度
合
い
に
合
わ
せ
て
、
下
草
刈
、

除
間
伐
、
つ
る
き
り
、
枝
打
ち
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
価
値
の

あ
る
材
に
育
つ
。
放
置
さ
れ
た
森
は
、

材
と
し
て
の
価
値
が
な
く
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
地
味
が
痩
せ
て
、
た
だ
で
さ

え
問
題
視
さ
れ
て
い
る
保
水
力
が
さ
ら

に
低
下
し
、
出
水
や
山
崩
れ
な
ど
の
災

害
の
原
因
に
も
つ
な
が
る
。
ピ
ー
ク
時

に
は
全
国
で
五
十
万
人
を
数
え
た
林
業

従
事
者
は
い
ま
や
八
万
人
を
割
り
、
国

有
林
野
事
業
関
係
の
職
員
数
は
な
ん
と

八
万
人
が

一
万
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の
だ
と
い
う
。

こ
ん
な
状
況
の
中
で
昨
年
制
定
さ
れ

た
森
林

・
林
業
基
本
法
は
、
日
本
の
林

野
行
政
を
根
底
か
ら
見
直
し
て
、
生
産

林
中
心
の
考
え
方
か
ら
、
森
林
の
も
つ

多
面
的
機
能
に
軸
足
を
移
し
た
も
の
に

生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
環
境
へ
の
配
慮
と

併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
対
す
る
期
待

も

一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
全
国

で
六
万
人
を
超
え
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
が
活
躍
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
会
の
特
徴
は
、
対
象
と
な

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
山
地
で
あ
る
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
そ
の
活
動
が
単
な
る
作

業
奉
仕
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
自
然
環

境
の
復
元
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
と
考
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
森
づ
く
り
は
百
年
の
仕
事
だ
。
継
続

は
力
な
り
。
今
後
も
、
効
率
第
二
、

「安
全
で
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（山
川
　
陽

一
）

＊
四
月
十
四
日
０
は
第
二
回
植
樹
祭
で

す
。
広
葉
樹
の
苗
木
千
五
百
本
を
用
意

裏高尾・小下沢で作業に汗を流す

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。
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し
て
参
加
者
に
植
樹
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
計
画
で
す
。
な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。
ア
ド
レ
ス
は

Ｆ
一一
り
一＼＼
ヨ
①
ヨ
σ
①
「
∽
ｏ”
Ｏ
Ｆ
の
○
ヨ
＼
」
＞
０

一
”
バ
”
〇
コ
〇
ヨ
ｐ
Ｏ
「
一

報
告
書
『８
０
０
０
ｍ
峰

登
頂
者
は
語
る
』
を
頒
布

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
高
所
登
山
が
こ
の
十

年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

も
の
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
公
募
登
山

の
発
達
や
現
地
で
の
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
も
あ
り
、
現
在
で
は
初
心
者
や
中

高
年
で
も
気
軽
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
八
〇
〇

〇
口
川
峰
に
出
か
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
合
理
的
で
安
全
性
の

高
い
高
所
登
山
の
た
め
に
と

一
九
九
〇

年
以
降
に
八
〇
〇
〇
口川
峰
に
登
頂
し
た

人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

高
所
登
山
を
目
指
す
初
心
者
に
と
っ
て

役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
登
山
家
が
よ
り
高
度
な
登
山
を
目
指

し
て
い
く
時
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

報
告
書

『８
０
０
０

ｍ
峰
登
頂
者
は

語
る
』

（
「日
本
人
８
０
０
０

ｍ
峰
登

頂
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
―
体
力
、

高
所
順
応
、
高
所
技
術
に
関
し
て
―

「シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
高
所
登
山
の
魅
力
と

は
何
か
。
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
」
）

を

一
冊
二
千
円
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

購
入
希
望
者
は
日
本
山
岳
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

（坂
井
広
志
）

り
、　
一
昨
年

『ア
フ
ガ
ン
の
花
嫁
』
を

上
梓
さ
れ
た
泉
久
恵
さ
ん
に
、
ア
フ
ガ

ン
社
会
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
語
る
基
礎
と
な
る

民
族
関
係
お
よ
び
過
去
の
戦
禍
、
地

理

・
気
候
を
整
理
し
た
後
、
イ
ス
ラ
ー

ム
社
会
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
女
性
の

社
会
的
地
位
、
生
活
に
つ
い
て
実
体
験

を
も
と
に
話
が
展
開
さ
れ
た
。
時
節
柄

多
く
の
関
心
を
集
め
、
登
山
、
食
生
活

か
ら
婚
姻
関
係
、
宗
教
問
題
ま
で
多
彩

な
質
疑
応
答
に
よ
り
内
容
豊
富
な
講
演

会
と
な

っ
た
。

食
前
酒
を
十
分
に
楽
し
ん
だ
頃
に
、

よ
う
や
く
食
べ
き
れ
な
い
程
の
夕
食
が

到
着
、
思
わ
ず
ラ
マ
ダ
ン
明
け
と
の
声

が
あ
が
っ
た
。

九
時
過
ぎ
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
床
に

つ
き
、
翌
朝
は
幹
事
の
機
転
で
朝
食
前

に
恒
例
の
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
て
食
後

は
す
ぐ
に
出
発
と
な
る
。
色
鮮
や
か
な

渓
谷
の
林
道
を
歩
き
、
浅
瀬
の
つ
り
橋

を
わ
た
り
、
全
員
で
世
附
峠
へ
と
向
か

っ
た
。
峠
か
ら
は
三
国
山
越
し
に
富
士

を
振
り
返
り
つ
つ
、
不
老
山
頂
上
に
到

着
。
頂
上
に
て
不
老
長
寿
の
薬
湯
を
楽

し
み
、
駿
河
小
山
駅
お
よ
び
番
ヶ
平
か

ら
山
市
場
へ
下
山
す
る
二
組
に
別
れ
、

山
頂
を
後
に
し
た
。参
加
者
四
十
八
名
。

（狩
野
芳
郎
）

第
四
十

一
回
例
会
報
告

紅
葉
が
最
盛
期
の
二
〇
〇

一
年
十

一

月
二
十
二
日
夕
刻
、
再
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
会
員
が
西
丹
沢
の
世
附
き
こ

り
村
キ
ヤ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
に
集

っ
た
。

世
代

・
性
別
を
超
え
た
会
員
同
士
の
懇

談
、
季
節
を
楽
し
む
山
歩
き
、
そ
し
て

多
方
面
で
活
躍
す
る
講
師
に
よ
る
話
題

提
供
が
こ
の
会
の
最
大
の
特
徴
。

テ
ロ
事
件
が
世
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る

今
回
は
、
ト
ル
コ
や
パ
キ
ス
タ
ン
の
登

山
、
カ
ブ
ー
ル
大
学
留
学
の
経
験
も
あ

1ヽ凛ヵ:嵩所結
`::1嵩

競轟鶯it蘭 0そ||

6,000m以上の19215峰を全て所収

世界初の精密登山地図 完成 !!

宮森常雄 著 (ヒンズークシュ・カラコルム研究会)

召ヲ異撃馴鱚
B全判地図 13葉

〔付〕カラコルム七ンズークシュニロ研究(薦菖糞期→
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◎好評発売中 !!定価 (本体 33,000円 +税 )
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江本 嘉伸

クル ト・ディームベルガー

撮影・萩原浩司

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
登
山
家
、
カ
メ
ラ
マ

ン
、
ク
ル
ト

・
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
が
来

日
し
た
。
あ
の
ヘ
ル
マ
ン

・
ブ
ー
ル
と
と

も
に

一
九
五
七
年
に
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
を
、

ス
イ
ス
隊
に
参
加
す
る
形
で
六
〇
年
に
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
を
、
と
、
二
つ
の
八
千
際川
峰
に

初
登
頂
し
た
唯

一
の
男
で
あ
る
。
今
回
は

日
本
山
岳
協
会
が
二
月
二
十
二
日
に
企
画

し
た

「国
際
山
岳
年
記
念
　
ク
ル
ト

・
デ

イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
講
演
と
映
画
の
会
」
の

た
め
に
や
っ
て
き
た
。

講
演
を
通
じ
て

一
九
五
七
年
か
ら
八
六

年
ま
で
長
い
つ
き
あ
い
に
な
る
Ｋ
２
に
つ

い
て
の
思
い
の
強
さ
が
う
か
が
え
た
。
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ

っ
た
英
国
女
性
、
ジ

ュ
リ

ー

・
チ

ュ
リ
ス
と
は
こ
の
山
を
テ
ー
マ
に

三
本
の
映
画
を

つ
く

っ
て
い
る
が
、
そ
の

最
後
の
映
画
を
、
こ
う
言
い
な
が
ら
紹
介

し
た
。

「Ｋ
２
は
誰
に
も
薦
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
は
登
頂
者
の
二
十

九
人
に

一
人
が
頂
上
か
ら
下
山
中
に
死
ぬ

が
、
Ｋ
２
は
七
人
に

一
人
が
死
ぬ
」

こ
の
山
を
そ
こ
ま
で
恐
怖
す
る
理
由
が
、

画
面
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
流
れ
た
。

著
名
な
ク
ラ
イ

マ
ー
が
次
々
に
力
尽
き
、

つ
い
に
十
二
人
も
の
犠
牲
を
出
し
た

一
九

八
六
年
の
い
わ
ゆ
る

「嵐
の
夏
」
の
Ｋ
２
。

そ
の

一
部
始
終
は
、
生
き
残

っ
た
ひ
と
り

で
あ
る
デ
ィ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
が
チ

ュ
リ
ス

と
の

〃共
著
〃
の
か
た
ち
で

一
九
九
〇
年

に
書
い
た

「弓
，
①
国
コ
２
①
∽
∽
バ
Ｄ
ｏ
一」

（邦

訳
は

「Ｋ
２
　
嵐
の
夏
」
と
し
て
三
〇
〇

〇
年
出
版
）
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
ふ

れ
な
い
。
雪
崩
、
滑
落
な
ど
各
国
隊
の
遭

難
が
続
い
た
あ
と
、
七
月
末
か
ら
八
月
に

か
け
て
、
さ
ら
に
恐
ろ
し
い
ド
ラ
マ
が
待

ち
構
え
て
い
た
。
そ
の
中
に
高
所
で
他
人

の
テ
ン
ト
を
当
て
に
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、

と
い
う
深
刻
な
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
る
。

Ｋ
２
に
は
こ
の
時
韓
国
隊
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
隊
が
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
は
、

固
定

ロ
ー
プ
を
難
所
の
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
に

張
る
こ
と
な
ど
と
引
き
換
え
に
韓
国
隊
の

テ
ン
ト
を
使
わ
せ
て
く
れ
、
と
申
し
入
れ

て
い
た
ら
し
い
。
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
と

チ

ュ
リ
ス
が
八
〇
五
Ｏ
ｖ川
の

「肩
」
の
韓

国
テ
ン
ト
の
近
く
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
張

り
、
英
国
の
ア
ラ
ン

・
ラ
ウ
ス
ら
と
ア
タ

ッ
ク
体
制
に
は
い
っ
た
八
月
二
日
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
隊
の
二
人
が
頂
上

へ
向
か
っ
た

が
、
彼
ら
に
は
自
分
た
ち
の
テ
ン
ト
が
な

か

っ
た
。
八
四
〇
〇
り川
で
引
き
返
し
て
き

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
た
ち
に
デ
イ
ー
ム
ベ

ル
ガ
ー
た
ち
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
結

局
、
二
人
は
韓
国
隊
テ
ン
ト
に
二
人
、
ア

ラ
ン

ニ
フ
ウ
ス
の
テ
ン
ト
に

一
人
、
と
強

引
に
も
ぐ
り
こ
み
、
全
員
が
ぎ
ゅ
う
づ
め

の
ま
ま
眠
れ
ぬ

一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。
以
後
、
登
頂
と
そ
の
直
後
の
チ

ュ
リ

ス
の
滑
落
と
生
還
、
襲
い
か
か
る
嵐
の
中
、

狭
い
テ
ン
ト
で
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
次
々

と
息
絶
え
て
ゆ
く
情
景
は
い
た
ま
し
い
。

高
所
で
他
人
の
テ
ン
ト
を
あ
て
に
し
た
こ

と
も
悲
劇
の
原
因
の
ひ
と
つ
、
と
デ
イ
ー

ム
ベ
ル
ガ
ー
は
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

状
況
は
違
う
が
、
他
人
の
テ
ン
ト
を
当

て
に
す
る
交
渉
は
、
時
に
行
わ
れ
て
い
る

ら
し
い
。
昨
年
秋
、
チ

ョ
ー
オ
ユ
ー
の
第

３
キ
ヤ
ン
プ
で
日
本
人
ガ
イ
ド
の
安
村
淳

は
、
七
六
〇
〇
際川
の
Ｃ
３
で
自
分
の
テ
ン

ト
に
何
者
か
が
入
り
こ
み
、
貴
重
な
食
糧

袋
が
外
に
引
き
出
さ
れ
、
カ
ラ
ス
の
餌
に

な

っ
て
い
る
の
に
呆
然
と
し
た
。

や
が
て
公
募
隊
を
率
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
が
下
り
て
き

て
、
彼
ら
が
使

っ
た
、
と
判
明
、
安
村
は

激
怒
す
る
。

ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
の
釈
明
に
よ
る

と
、
安
村
隊
の
サ
ー
ダ
ー
の
ラ
ク
パ

・
テ

ン
ジ
ン

（彼
は
何
度
も
ラ
ッ
セ
ル
隊
で
も

仕
事
を
し
て
い
る
）
と
話
し
、
上
部
の
ル

ー
ト
に
ザ
イ
ル
を
固
定
す
る
か
わ
り
、
安

村
隊
の
テ
ン
ト
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
、
と
い
う
。
「し
か
し
、
私
た
ち
は

間
違

っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
ひ
と
り
が
酸
素

ボ
ン
ベ
と
、
ガ
ス
の
入

っ
た
ザ
ッ
ク
を
食

糧
入
り
と
は
知
ら
ず
外

へ
出
し
て
し
ま

っ

た
」
と
、
後
に
筆
者
に
ブ
ラ
イ
ス
は
メ
ー

ル
で
説
明
し
て
い
る
。

安
村
に
説
明
し
な
か
っ
た
ラ
ク
パ

・
テ

ン
ジ
ン
は

「
ベ
リ
ー
ソ
リ
ー
」
を
繰
り
返

し
た
が
、
高
所
キ
ヤ
ン
プ
に
上
げ
た
食
糧

が
当
て
に
で
き
な
い
、
と
な

っ
た
ら
大
変

だ
。
ブ
ラ
イ
ス
た
ち
は
平
謝
り
し
、
か
わ

り
の
食
糧
を
三
時
間
以
内
に
運
び
上
げ
る
、

と
説
明
し
た
が
、
安
村
は
お
さ
ま
ら
な
い
。

「ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
れ
ば
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
私
に
直
接
話
す
べ
き
だ
」
と
、
主

張
し
、
謝
罪
を
受
け
つ
け
な
か
っ
た
。

幸
い
、
安
村
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
と
も

に
無
事
登
頂
を
果
た
し
、
下
山
し
た
。
ブ

ラ
イ
ス
は

「ど
う
か
小
さ
な
誤
り
で
あ

っ

た
こ
と
を
わ
か

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
伝
え

て
い
る
が
、
他
人
の
テ
ン
ト
を
使
う
時
の

ル
ー
ル
、
簡
単
で
は
な
い
。

(6)
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関
西
支
部

ル
ー
ム
開
設

十

一
月
八
日
囚
十
六
時
三
十
分
、
七

十
八
名
の
出
席
を
得
て
、
関
西
支
部
ル

ー
ム
開
設
の
記
念
式
典
が
始
ま

っ
た
。

大
塚
会
長
の
出
席
、
祝
辞
を
得
て
大
変

に
盛
り
上
が
っ
た
式
典
に
な

っ
た
。

関
西
支
部
は
、
か
ね
て
か
ら
自ン
前
の

ル
ー
ム
を
持
ち
た
い
と
資
金
積
立
を
行

っ
て
い
た
が
、
支
部
図
書
の
整
理
を
進

め
る
過
程
で
、
そ
の
利
用
を
図
る
た
め

に
も
ル
ー
ム
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
き

た
。
ま
た
、支
部
員
の
加
齢
に
加
え
て
、

支
部
活
性
化
を
い
か
に
す
べ
き
か
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
よ
き
伝
統
を
ど
う
伝
え
る
か
、

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
な

ど
な
ど
、
時
代
の
変
化
は
激
し
く
、
山

岳
界
の
流
れ
も
平
穏
無
事
と
は
い
か
な

い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
し
ば
し
力

不
足
で
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
が
、
こ

の
際

一
歩
前
進
す
る
た
め
、
ル
ー
ム
を

持
つ
こ
と
で
課
題
解
決
の
手
段
と
考
え

よ
う
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ

・
グ
ル
ー
プ
が

発
足
し
た
。

物
件
に
つ
い
て
は
経
済
性
、
利
便
性

が
第

一
に
要
求
さ
れ
る
。難
航
し
た
が
、

ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
大
阪
府
山
岳
連
盟

よ
り
、
そ
の
移
転
先
の
隣
を
紹
介
さ
れ
、

ワ
ー
キ
ン
グ

・
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
も
あ

り
、
支
部
委
員
全
員
の
合
意
を
得
て
ル

ー
ム
獲
得
が
実
現
し
た
。

場
所
は
大
阪
駅
か
ら
や
や
離
れ
た
南

束
の
東
成
区
大
今
里
の
大
阪
セ
ル
ロ
イ

ド
会
館
で
あ
る
。
昭
和
六
年
建
設
の
三

階
建
て
で
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
瓦
や
半
円

形
の
ア
ー
チ
窓
な
ど
、
昭
和
初
期
の
面

影
を
残
す
頑
健
な
建
物
で
掘
り
出
し
物

で
あ

っ
た
。
時
あ
た
か
も
国
の
文
化
審

議
会
が
国
の
登
録
文
化
財
に
す
る
よ
う

に
答
申
し
、
登
録
さ
れ
た
。
ま
さ
し
く

よ
き
場
所
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ル
ー
ム
の
壁
に
は
三
枚
の
写
真
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
は

「ア
イ
ガ

ー
東
山
稜
登
攀
」
図
で
、
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の
署
名
入
り
で
あ
る
。
そ
の

二
は

「
マ
ナ
ス
ル
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
、
ナ

イ
ケ
コ
ル
」
。
そ
の
三
は

「チ

ョ
モ
ラ

ン
マ
三
国
登
山
」
で
あ
る
。
図
ら
ず
も

「近
代
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
」

「ヒ
マ
ラ
ヤ
巨

峰
時
代
」
「チ
ベ
ッ
ト
側
解
禁
、
交
差
登

山
」
と
、
日
本
山
岳
会
の
象
徴
的
写
真

が
飾
ら
れ
て
い
る
。
小
さ
な
ル
ー
ム
に

あ
る
写
真
は
、
静
か
に
わ
れ
わ
れ
支
部

員
を
眺
め
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
期
待

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
関
西
支
部

は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

支
部
所
有
の
図
書
の

一
部
を
開
架

一

覧
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
か
た
が
た
、
団

彙
、
打
ち
合
わ
せ
に
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

い
た
だ
き
た
く
、
平
日
夕
刻
は
委
員
当

番
が
詰
め
て
い
ま
す
。
ご
来
訪
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（新
井
　
浩
）

■
冊Ｈ
罰
■

秋
季
懇
親
山
行

げ

な
ん

ぽ

・
銀
杏
峰

岐
阜
支
部
で
は
春
秋
二
回
、　
一
泊
の

懇
親
山
行
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
十

三
年
の
秋
は
十
月
十
三
日
、
大
野
城
下

の
宿
で
懇
親
会
、
翌
十
四
日
、
銀
杏
峰

へ
登

っ
た
。

宿
を
出
発
し
た
時
間
が
遅
か
っ
た
た

め
、
銀
杏
峰
の
山
頂
部
か
ら
北
へ
垂
下

し
て
い
る
尾
根
の
先
端
に
あ
る
登
山
口

の
駐
車
場
は
、
先
に
登

っ
て
い
る
人
た

ち
の
車
で
、
ほ
ぼ
満
杯
だ
っ
た
。
各
人

が
林
道
脇
に
ど
う
に
か
駐
車
ス
ペ
ー
ス

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポートします。

を
見
つ
け
、
総
勢
二
十
九
名
全
員
が
そ

ろ
っ
た
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
登
山
口

の
標
識
に
し
た
が
っ
て
出
発
。
地
元
の

山
岳
会
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う

こ
の
登
山
道
、
尾
根
が
細
い
た
め
、
道

を
ジ
グ
ザ
グ
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
昔
銀
を
産
出
し
た
鉱
山
の
跡
と
い

わ
れ
て
い
る
石
垣
が
残

っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
け
、
わ
ず
か
に
平
坦
が
あ
る
の
み

で
、
山
頂
部
の
北
端
に
登
り
つ
く
ま
で

ほ
と
ん
ど
急
登
の
連
続
。
下
か
ら
し
き

り
に
も

っ
と
ペ
ー
ス
を
落
と
せ
、
と
声

が
か
か
る
。

登
り
日
付
近
で
は
、
わ
ず
か
に
色
づ

い
て
い
た
程
度
だ
っ
た
紅
葉
も
、
登
る

に
つ
れ
て
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ウ
ル
シ
の
赤

色
、
ブ
ナ
の
黄
色
な
ど
が
増
え
、
山
肌

が
美
し
く
な

っ
た
。
振
り
返
れ
ば
本
々

の
間
よ
り
、
大
野
盆
地
と
そ
れ
を
取
り

囲
む
経
ヶ
岳
や
報
恩
寺
山
な
ど
、
眺
望 眺望絶佳の山頂で

(7)
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が
次
第
に
開
け
て
く
る
。
喘
登
を
重
ね

て
山
頂
部
の
一
角
に
た
ど
り
着
け
ば
、

一
挙
に
急
登
か
ら
開
放
さ
れ
、
東
の
端

に
あ
る
三
角
点
ま
で
は
広
々
と
し
た
台

地
の
中
、
平
坦
な
道
と
な
る
。
秋
晴
れ

の
青
い
空
、
紅
葉
し
た
灌
本
の
平
原
、

そ
し
て
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
大
展
望

に
歓
声
を
あ
げ
、
秋
に
ち
な
ん
だ
歌
を

回
ず
さ
み
な
が
ら
快
適
な
山
上
漫
歩
。

さ
し
て
広
く
も
な
い
頂
上
は
案
の
定

先
客
た
ち
に
占
拠
さ
れ
、
三
十
人
近
い

私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
座
り
込
む
余

地
は
な
か
っ
た
か
ら
、
立

っ
た
ま
ま
で

北
か
ら
東
に
か
け
て
白
山
、
荒
島
岳
、

槍
ヶ
岳
、
穂
高
岳
、
乗
鞍
岳
、
御
岳
な

ど
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。
少
し
戻

っ
て

笹
原
の
中
に
座
り
込
み
、
今
度
は
南
の

方
角
に
、
能
郷
白
山
を
盟
主
と
す
る
奥

美
濃
の
山
々
や
、
は
る
か
遠
く
に
伊
吹

山
ま
で
の
大
展
望
を
満
喫
し
、
昼
食
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
山
頂
か
ら
二
十

万
分
の
一
の
地
勢
図
四
枚
に
ま
た
が
る

超
豪
華
な
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

こ
の
山
に
大
勢
の
登
山
者
が
訪
れ
る
理

由
が
納
得
で
き
た
。
　

（村
田
　
正
春
）

扁
困
目
一

熊
本
県
境
踏
査
達
成
祝
賀
会

支
部
設
立
四
十
五
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
平
成
十
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
熊

本
県
境
踏
査
が
、
昨
年
の
十
二
月
九
日

最
後
の
六
十
八
区
間
目
の
矢
筈
岳
か
ら

境
川
を
下
り
、
八
代
海
に
到
達
し
て
フ

イ
ナ
ー
ン
を
迎
え
、
ち
ょ
う
ど
支
部
設

立
四
十
五
周
年
目
の
最
終
月
に
完
了
し

た
。
そ
こ
で
平
成
十
四
年
の
新
年
会
は
、

県
境
踏
査
達
成
の
祝
賀
会
も
あ
わ
せ
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
来
賓
と
し
て

大
塚
会
長
に
出
席
を
お
願
い
し
た
。

祝
賀
会
は
熊
本
市
の
熊
本
交
通
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
に
二
十
三
名
が
出
席
し
て

一
月
十
九
日
、
午
後
六
時
か
ら
開
催
さ

れ
た
。
は
じ
め
に
工
藤
支
部
長
が
立
ち
、

大
塚
会
長
へ
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

大
塚
会
長
は

「娘
と
孫
が
熊
本
に
い
る

の
で
私
も
熊
本
支
部
会
員
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
会
場
を
大
い
に
沸

か
せ
た
。
さ
ら
に

「県
境
踏
査
は
支
部

の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
山
岳

会
の
百
年
に
わ
た
る
伝
統
を
踏
ま
え
、

山
の
文
化
を
組
み
込
ん
だ
ク
ラ
ブ
活
動

を
お
願
い
し
た
い
。
百
周
年
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
地
方
の
支
部
も
積
極
的
に
参

加
し
て
、
さ
す
が
熊
本
支
部
だ
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
企
画
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
今
回
の
県
境
踏
査
の
計
画

か
ら
実
施
に
当
た
っ
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
た
本
田
前
支
部
長
が
、
県
境

踏
査
の
概
要
を
報
告
し
、
神
谷
副
支
部

長
の
発
声
で
乾
杯
、
祝
宴
に
移

っ
た
。

会
長
が
出
席
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、

会
場
は
例
年
の
新
年
会
よ
り
華
や
い
だ

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
司
会
者
の

「今
日
は
親
し
く
歓
談
で
き
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
」
の
言
葉
に
、
会
長
を

囲
ん
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
賑
や
か
に

談
笑
す
る
列
が
次
か
ら
次
へ
と
続
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
当
支
部
の
よ

う
に
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
支
部
で
は
、

と
も
す
る
と
本
部
と
の
係
わ
り
合
い
が

な
い
ま
ま
の
会
員
も
多
く
、
こ
の
日
初

め
て
会
長
に
接
し
た
と
い
う
会
員
も
少

な
ぐ
な
か
っ
た
。

大
塚
会
長
は
会
長
就
任
以
来
、
精
力

的
に
地
方
支
部
を
回
っ
て
会
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
地
方
支
部
会
員
の
意
見
や
要
望
を

直
接
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
地
方
支

部
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、

支
部
と
し
て
も
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。

会
長
へ
の
自
己
紹
介
も
か
ね
て
、
出

席
者
の
新
年
の
抱
負
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
披
露
さ
れ
、
最
後
に
西
沢
元
支

部
長
が
、
四
十
六
年
前
に
大
塚
会
長
が

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
講
演
会
で
来
熊
さ
れ
、

そ
の
講
演
を
聞
き
に
行

っ
た
こ
と
な
ど

を
披
露
し
て
、
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
祈
念
し
、
万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
（田
上
　
敏
行
）

■
目困
固
■

自
神
の
ス
ギ
植
林
地
を
　
　
　
＞

ブ
ナ
の
森
へ
　
　
　
　
　
　
　
“

当
支
部
で
実
施
し
て
い
る
、
自
神
山

地
世
界
遺
産
地
域
に
隣
接
す
る
放
置
さ

れ
て
い
る
ス
ギ
植
林
地
を
、
ブ
ナ
の
森

に
戻
す
事
業
も
今
年
で
四
年
目
に
な
り

ま
す
。
昨
年
は
、
青
森
大
学
大
学
院
岡

島
成
行
教
室
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
に
も
協
力
し
、
延
べ
二
十
八
名
の

中
学
生
の
参
加
を
受
け
入
れ
、
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
大
き
な
成
果
を
得
ま

し
た
。
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
作
業

も
、
参
加
者
の
工
夫
と
根
気
強
い
努
力

で
、
少
し
ず
つ
成
果
と
方
向
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
緑
と
水
の
森
林
基
金
か

ら
の
資
金
援
助
も
あ
り
、
作
業
用
具
も

大塚会長を囲んで新年会
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国際山岳連盟医療委員会 2001年
力トマンズ高所登山医学シンポジウムから

雪崩について

中島 道郎

昨年 の 11月 2～ 3日 、カ トマ ンズ で UIAA―

MEDCOM(国 際 山岳連盟 医療委員会 )の年
次総会があり、その機会にネパールの医師た

ちの希望で、高所医学のシンポジウムが開催

されました。席上、この会の委員長のデュラ

ー (BoDurrer)博 士が雪崩 と低体温症の講

義をしました。参考になると思うので紹介し

ます。ちなみに博士はスイス・ユングフラウ

の麓、インターブルンネンの開業医ですが、

診療所の庭はヘ リポー トになっているという

本格的山岳救助医です。

スイスでは1992年から98年に雪崩に遭っ

た人の数はスキーヤー、スノーボーダー、家

屋内、車内の人合わせて638名 、その うち

15分以内に救出された人の生存率は92%、

助からなかった8%の全員が既に致命的な障
害を受けていたとのことです。換百すれば、

雪崩に埋 まっても15分以内に掘 り出された

ら全員助かる、という話で した。ところが

15分を過ぎたら急激に生存率は低下 し、35

分以内には30%に 、 130分 になるとわずか
3%し か生き残れないそうです。その場合、
生死を分かつのは、鼻・日の前に空間が少し

でも残されているか否かだそうです。その意

味で、家屋内や車内に閉じ込められた場合の

生存率は高 くなり、オース トリアでは崩壊家

屋内から13日 目に救出された例があるそう

です。

日本ではスキーヤーが雪崩に巻き込まれる

事件は滅多にありませんが、どこでも雪崩れ

る場所はほとんど決まっていますから、何よ

りもまずそういうところに滑 り込まないこと

です。このところ、日本からも本場でアルプ

ススキーツアーを楽しむ人たちが増えている

ようですが、その際決して忘れてならないこ

とは、雪崩は全 く何の前触れもなく始まり、

しかも上から落ちて くるものではなく、自分

が作るものであるという認識、決して独 りで

行動せず必ず複数で行動すること、およびう

っか り危険標識を見落として危険地帯に紛れ

込まないことなどです。

万一雪崩に巻き込まれてしまった場合は、

素早 くスキーを外し、クロールの要領で雪の

中を泳 ぐ。大きなザックを背負っていたため

雪崩に埋まらずに助かった経験者の話から、

ザックに空気を満たしたビニール袋を入れる

案もあります。

仲間が巻 き込 まれたら、何はともあれ 15

分以内に掘 り出す。でも徒手空拳ではなかな

か困難です。何度か模擬訓練をしてお く必要

があります。雪崩ビーコンは誰もが不慣れな

ためほとんど役に立っていないそうです。そ

ういう装置さえあればよい、というのは幻想

に過ぎないという好例です。雪崩はいつどこ

で発生するか全 く予想できない、という前提

で、普段からの心構えと訓練が重要なわけで

すが、何よりも危ないとわかっているところ

には決して近づかないことが肝心です。

あなたの「おもい」や「感性」を
「カタチ」にしません力、

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
今
年
は
、
地
元
の
農
業
高
校
も
ブ
ナ

の
育
苗
な
ど
で
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
実
施
日
は
、六
月
七
～
九
日
、

九
月
十
四
～
十
六
日
で
す
。
作
業
現
場

ま
で
の
交
通
が
不
便
な
た
め
、
参
加
希

望
者
は
事
前
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
計
画
の
詳
細
と
交
通
案
内
を
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
（村
田
　
孝
嗣
）

連
絡
先
　
村
田
孝
嗣

（〒
〇
三
六

‐
八

三
二
三
　
青
森
県
弘
前
市
浜
の
町
東
五

上
二
‥
一
九
　
肌
＆
ｈ
Ｏ

一
七
二
‐
三

二

‐
四
六
八
七
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｑ
”
Ｄ
σ
⊆
ュ
◎
ゴ
「〇
”
〇
ヨ
〇
「ｒ
Ｄ
①
こ
り
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図書紹介
松
本
径
夫

・
著

『シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
遊
』

絹
の
道
、
悠
久
の
ロ
マ
ン
と
魅
力
に

あ
ふ
れ
る
古
代
の
東
西
交
易
の
路
は
夢

を
育
む
。
本
書
で
は
蘭
州
を
起
点
と
し

た
河
西
回
廊

・
タ
リ
ム
盆
地
を
囲
む
中

国
領
西
域
北
道

（天
山
北
路
と
南
路
）、

西
域
南
道
の
中
央
ア
ジ
ア
に
向
か
う
オ

ア
シ
ス
を
伝
う
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

本
文
は
序
―
い
ざ
西
域
へ
、
に
始
ま

り
、各
紀
行
文
が

一
～
六
章
を
占
め
る
。

あ
と
が
き
に
か
え
て
、
西
域
へ
の
ロ
マ

ン
ー
で
ル
ー
ツ
を
中
央
ア
ジ
ア
と
す
る

日
本
人
は
郷
愁
を
持

っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
、
と
結
ん
で
い
る
。
巻
頭
に

カ
ラ
ー
写
真
八
ペ
ー
ジ
、
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
、
巻
末
に
は
参
考
図
書
六
ペ イラスト 蜂谷益雄

―
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
、
質
の
高
い
案
内

書
に
も
な

っ
て
い
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
興
味
を
持
つ
人
、
既
に
こ
の
地
域
を

旅
さ
れ
た
人
に
も
お
奨
め
し
た
い
一
冊

で
あ
る
。
な
お
著
者
の
学
術
探
検
書

『遥
か
な
り
秘
境
可
可
西
里
』
九
九
年

発
行
は

『山
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
（六
五

八
号
）
に
図
書
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（三
沢
　
一
三
）

二
〇
〇

一
年
九
月
　
葦
書
房
発
行

二
五
七
ペ
ー
ジ
　
三
千
四
百
円

サ
ブ
リ
エ

・
テ
ン
バ
ー
ケ
ン

・
著

平
丼
吉
夫

・
訳

『わ
が
道
は
チ
ベ
ッ
ト
に
通
ず
』

―
盲
目
の
ド
イ
ツ
人
女
子
学
生
と

ラ
サ
の
子
供
た
ち
―

著
者
は
先
天
的
な
網
膜
退
化
で
十
二

歳
で
完
全
に
失
明
し
た
が
、
晴
眼
者
と

同
じ
よ
う
に
育
て
ら
れ
、
ボ
ン
の
大
学

で
中
央
ア
ジ
ア
学
を
専
攻
す
る
。

一
九
九
七
年
に
単
身
ラ
サ
に
行
き
、

盲
目
は
前
世
の
悪
の
報
い
と
さ
れ
何
の

支
援
も
さ
れ
な
い
子
供
た
ち
の
現
実
を

知
り
、
チ
ベ
ッ
ト
で
初
め
て
の
盲
学
校

を
開
く
こ
と
を
決
意
。
孤
児
院
の
敷
地

内
に
教
室
と
寄
宿
舎
を
確
保
し
、
自
分

で
開
発
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
点
字
を
教

え
る
が
、
子
供
た
ち
の
知
識
を
吸
収
す

る
力
が
す
ご
い
。
ド
イ
ツ
政
府
の
援
助

も
取
り
付
け
て
順
調
に
い
く
か
に
見
え

た
が
、
孤
児
院
院
長
の
資
金
横
領
や
助

成
金
受
け
入
れ
団
体
の
無
理
解
な
ど
、

次
々
に
難
題
が
押
し
寄
せ
る
。
し
か
し

行
動
的
な
著
者
は
よ
き
協
力
者
を
得
て
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
る
。

町
を
歩
き
村
々
を
訪
ね
る
と
き
の
風

景
の
描
写
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
目
が

見
え
な
く
な
る
前
に

「色
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
吸
収
し
、
記
憶
に
た
め
こ
ん

で
」
い
る
た
め
、
「想
像
力
を
駆
使
し
て

そ
の
ま
ま
色
彩
豊
か
で
精
密
な
映
像
に

置
き
換
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

本
書
は
い
わ
ゆ
る
山
書
で
は
な
い
が
、

登
山
者
に
も
な
じ
み
の
国
の
、
隠
さ
れ

た
現
実
を
知
る
こ
と
は
、
こ
こ
を
訪
れ

る
際
の
参
考
に
な
ろ
う
。
（泉
　
久
恵
）

二
〇
〇

一
年
十
月
　
風
雲
舎
発
行

三
〇
二
ペ
ー
ジ
　
千
八
百
円

根
深
誠

・
著

『い
つ
か
見
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
』

遥
か
な
る
あ
こ
が
れ
の
地
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
、
登
山
に
そ
し
て
取

材
に
と
二
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
訪
れ

て
い
る
著
者
が
綴
る
旅
の
足
跡
で
あ
る
。

三
十
年
と
い
う
年
月
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

さ
え
も
そ
の
変
化
は
否
め
な
い
。
最
初

の
項
に
書
か
れ
て
い
る
ル
ン
ビ
ニ
紀
行
、

中
で
も
リ
キ
シ
ャ
の
旅
は
、
も
は
や
望

ん
で
も
不
可
能
な
旅
か
も
し
れ
な
い
。

リ
キ
シ
ャ
を
引
く
少
年
と
の
心
温
ま
る

ふ
れ
あ
い
が
印
象
的
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
・
シ
ッ
キ
ム
・ネ
パ
ー
ル
・

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
中
国
へ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ

周
辺
を
め
ぐ
る
旅
の
数
々
は
、
辺
境
の

地
の
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
姿
、

旅
で
出
会

っ
た
人
々
と
の
交
流
、
カ
ト

マ
ン
ズ
の
ス
ト
リ
ー
ト

・
チ
ル
ド
レ
ン

の
話
や
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
関
わ

っ
て

き
た
シ
ェ
ル
パ
に
も
話
は
及
ぶ
。

そ
し
て
最
後
に
載
せ
て
あ
る
河
口
慧

海
の
書
簡
が
興
味
深
い
。
著
者
の
旅
に

直
接
的
な
関
わ
り
は
な
い
と
断
っ
て
い

る
が
、
ネ
パ
ー
ル
を
最
初
に
訪
れ
た
日
　
∞

本
人
、
四
回
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
て
お
り
、
　
Ｈ

そ
の
三
回
目
の
一
九
〇
五
年
に
宰
相
チ

ャ
ン
ド
ラ

・
シ
ャ
ム
セ
ル

ニ
フ
ナ
に
宛

て
た
ネ
パ
ー
ル
の
近
代
化
に
関
す
る
提

言
の
英
文
書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
が
発
見

さ
れ
た
の
は

一
九
六
〇
年
、
し
か
し
発

見
か
ら
三
十
三
年
後
の
九
二
年
に
二
つ

の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、　
一
部
話
題
に
は

あ
が
っ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
反
響
は
な

か
っ
た
と
い
う
。

約
百
年
前
の
河
口
慧
海
の
提
言
を
読

み
、
ネ
パ
ー
ル
の
現
在
を
考
え
る
と
、

著
者
が
慧
海
の
遺
徳
を
顕
彰
し
た
い
が

た
め
敢
え
て
収
録
し
た
と
い
う
意
図
は

自
ず
か
ら
伝
わ
る
こ
と
と
思
う
。
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（渡
邊
　
玉
枝
）

二
〇
〇

一
年
十

一
月
　
実
業
之
日
本

社
発
行
　
二
八
五
ペ
ー
ジ
　
千
八
百

円
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

ｏ
編

『垂
直
の
星
　
吉
尾
弘
遺
稿
集
』

「僕

は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
だ
け

は
死
に
た
く
な

い
と
思

っ
て
い
る
。

…
…
死
ぬ
な
ら
文
明
と
い
う
衣
を
脱
ぎ

た
い
。
ど
ん
な
に
哀
れ
に
見
え
て
も
野

性
の
動
物
に
近
い
死
に
ざ
ま
で
あ
り
た

い
。
僕
が
危
険
な
場
所
で
ト
ッ
プ
を
受

け
持
つ
の
は
、
動
物
の
行
動
、
そ
の
リ

ー
ダ
ー
の
姿
勢
に
見
ら
れ
る
野
性
の
掟

に
近
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
本
文

「小

西
政
継
さ
ん
の
影
」
の
中
で
吉
尾
弘
氏

は
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

「僕

は
と
く
に
ト
ッ
プ
を
き
る
小
西
さ
ん
の

姿
勢
に
惚
れ
込
ん
で
い
る
。
雑
談
し
て

い
る
う
ち
に
、
な
に
か
の
は
ず
み
で
話

が
リ
ー
ダ
ー
論
に
及
ん
だ
。
小
西
さ
ん

は

〈低
温
下
で
長
時
間
フ
ッ
ト
ホ
ー
ル

ド
に
加
重
し
て
い
る
と
血
行
が
さ
ま
た

げ
ら
れ
て
足
が
凍
傷
に
な
る
。
そ
れ
で

も
リ
ー
ダ
ー
は
行
動
す
る
。
そ
れ
が
リ

ー
ダ
ー
の
責
任
だ
と
思
う
〉
と
い
う
意

味
の
こ
と
を
い
わ
れ
た
。
…
…
ル
ビ
コ

ン
河
を
渡

っ
て
し
ま

っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー

の
ト
ッ
プ
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

責
任
へ
の
自
覚
。
そ
れ
は
ア
イ
デ
ン
テ

イ
テ
イ
の
問
題
で
あ
り
、
行
動
に
対
す

る
価
値
観
は
そ
の
内
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
点
は
明
文
化
さ
れ
た
ル
ー

ル
の
上
に
成
り
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
異

質
で
あ
る
。
種
の
保
存
の
法
則
が
根
底

に
あ
る
本
能
と
も
違
う
。
人
間
を
人
間

た
ら
し
め
て
い
る
な
に
か
、
言
い
か
え

れ
ば
、
な
に
か
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

本
能
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
こ
の
域
に
到
達
し
な
け
れ
ば
本
物

で
な
い
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。

た
ま
た
ま
厳
し
い
条
件
下
で
行
動
を
強

い
ら
れ
た
と
き
ど
う
す
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。運
と
偶
然
に
支
配
さ
れ
、

生
死
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、

あ
ま
り
に
も
さ
み
し
い
。
た
と
え
登
攀

中
に
死
を
迎
え
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ

た
と
し
て
も
創
造
の
本
能
、
そ
れ
を
内

在
し
た
自
己
を

一
瞬
で
も
主
張
し
た
結

果
で
あ
り
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い

う
自
己
主
張
の
そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の

覚
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
西
さ

ん
の
考
え
方
と
僕
の
そ
れ
に
は
驚
く
ほ

ど
似
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

…
…
」
一
九
九
二
年
に
自
ら
の
運
命
を
暗
示

す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
会
話
を
交
わ

し
た
小
西
政
継
氏
は

一
九
九
六
年
、
ネ

パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
マ
ナ
ス
ル
登
頂
後
、

自
分
の
命
綱
と
い
え
る
シ
ェ
ル
パ
を
傷

つ
い
た
仲
間
に
貸
し
与
え
、
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
で
暴
風
雪
の
中
に
消
え
、
吉
尾
弘

氏
は
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
谷
川
岳

一
ノ

倉
沢
滝
沢
リ
ッ
ジ
を
ザ
イ
ル
の
ト
ッ
プ

と
し
て
登
攀
中
、
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ

ら
れ
た
。
享
年
六
十
二
歳
、
ま
さ
に
日

本
登
山
界
の
巨
星
あ
い
つ
い
で
墜
つ
の

観
が
あ
る
が
、
本
書
は
日
本
屈
指
の
名

ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
り
、
組
織
者
兼
指
導

者
で
あ

っ
た
吉
尾
弘
氏
の
清
冽
な
魂
の

記
録
と
し
て
、
全
て
の
山
を
愛
す
る
人

々
に
必
ず
大
き
な
感
動
と
、
自
己
の
登

山
に
対
す
る
姿
勢
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
名
著
と
し
て
推
奨
し
た
い
。

古
川
純

一
氏
の

「大
彗
星
」
と
題
す

る
序
文
で
始
ま
る
本
書
は
五
部
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

第

一
部
は

「登

っ
て
き
た
道
」
初
め

て
の
山
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
創
立
、
そ
の

中
枢
と
し
て
の
活
躍
。
東
京
労
山
リ
ー

ダ
ー
部
長
か
ら
日
本
労
山
副
会
長
、
同

全
国
連
盟
理
事
長
、
同
会
長
な
ど
を
歴

任
す
る
中
で
の
様
々
な
思
考
や
交
流
が

珠
玉
の
文
章
に
ま
と
め
ら
れ
、
知
ら
れ

ざ
る
日
本
戦
後
登
山
史
を
識
る
う
え
で

の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
中
で
も

尖
鋭
と
前
衛
を
目
指
す
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
の
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
労
山
と
い
う
巨
大
組
織

の
中
で
生
か
し
続
け
た
行
跡
は
見
事
と

い
う
他
は
な
い
。
第
二
部
は

「壁
か
ら

壁

へ
」
吉
尾
弘
氏
の
国
内
で
の
登
攀
記

録
が
、
第
二
部
は

「嵐
の
ひ
と
夏
」
ド

リ

ュ
の
北
壁
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く

の
海
外
登
攀
。
第
四
部
に
は
対
談
集
、

富
士
真
奈
美
、檜
谷
清
氏
ら
と
の
対
談
、

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
３５
年
―
そ
の
軌
跡
と
功
罪
な

ど
。
第
五
部
は

「素
顔
の
吉
尾
弘
」
と

し
て
夫
人
、
家
族
の
氏

へ
の
想
い
が
。

最
後
に
吉
尾
弘
主
要
年
譜
、
登
山
歴
。

そ
れ
に
吉
尾
弘
遺
稿
集
編
集
委
員
会
委

員
長
西
本
武
志
氏
の
後
書
き
が
あ
る
。

（松
本
　
龍
雄
）

二
〇
〇

一
年
九
月
　
本
の
泉
社
発
行

四
〇
六
ペ
ー
ジ
　
二
千
百
九
十
円

量5麓ぴ鰹鐵毯億懲もぽ

21)の2即虜0総6ざ詢繭回ジフ1堀成ぽ∫

ぜひカタログ(無料)を下記までご請求ください。

黎轟酢

0

３

一
６ 45

アニューズトラベル
0
0

ビルBl
2
8
1258
5617
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別
紙

「創
立
百
周
年
記
念
企
画
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
百
周
年
記
念
事

業
の
運
営
組
織
と
事
業
計
画
概
要
に
つ

い
て

「百
周
年
記
念
事
業
へ
の
取
り
組

み
」
で
提
案
が
あ

っ
た
。
　

　

（承
認
）

【報
告
事
項
】

一
、
「Ｋ
２

（南
南
東
リ
ブ
）
登
山
隊
１

９
９
６
報
告
書
」
に
関
す
る
裁
判
の
高

裁
判
決
の
会
報

『山
』
へ
の
謝
罪
文
掲

載
に
つ
い
て
（そ
の
２
）
　

　

（西
村
）

掲
載
す
る

「謝
罪
文
」
に
、
経
緯
等

を
併
記
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
報
担
当

理
事
の
判
断
に
委
ね
た
い

（別
添
資
料

一
、
二
）
。
出
席
者
全
員
か
ら
活
発
な
討

議
が
さ
れ
多
く
の
意
見
具
申
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
再
度
会
長
、
副
会
長

を
含
め
た
常
務
理
事
会

（
一
月
十

一
日

開
催
予
定
）
で
話
し
合
い
、
会
報
担
当

理
事
へ
の
参
考
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
の
許
可

（西
村
）

京
都
大
学
総
合
博
物
館
よ
り
、
平
成

十
三
年
十
二
月
八
日
～
十
四
年
二
月
二

十
八
日
開
催
の

「今
西
錦
司
特
別
企
画

展
」
で
毎
日
新
聞
社
刊

「
マ
ナ
ス
ル
ー

９
５
２
、
３
」
の
写
真
を
複
写
使
用
。

三
、
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

①
二

一
一
号
室
の
休
日

（土
、
日
）
利

用
は
検
討
中
。
そ
の
他
、　
一
〇
四
号
室

に
置
い
て
あ
る
資
材
の
整
理
依
頼
。

②
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
を
二
月
二

十
三
～
二
十
四
日
、
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

お
よ
び
当
会
議
室
で
開
催
す
る
。
つ
い

て
は
出
席
依
頼
が
あ
っ
た
。

②
会
員
名
簿
二
〇
〇

一
で
、
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ミ
ス
に
よ
る
印
字
誤
記
が
判
明
し

た
。
訂
正
を
会
報

一
月
号
に
記
載
。

財
務
委
員
会

ｏ
村
井
副
会
長

①
四
月
よ
り
十
二
月
末
ま
で
累
計
の
会

計
報
告
。
十
五
名
の
入
会
が
あ
れ
ば
目

標
通
り
。

②
会
費
未
納
者
リ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
納

入
催
促
依
頼
が
あ
っ
た
。

会
報
編
集
委
員
会

ｏ
今
村

『山
』

一
月
号
の
巻
頭
は
科
学
委
員
会

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「中
高
年
の
高

所
登
山
及
び
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
を
科
学
的

に
考
え
る
」
の
報
告
。

青
年
部
委
員
会

・
松
原

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
朱
宮
さ
ん
他

一

名
が
正
月
登
山
で
消
息
不
明
と
な

っ
た

が
、
五
日
連
絡
が
つ
き
七
日
無
事
ヘ
リ

で
救
助
さ
れ
た
。
心
配
を
か
け
た
旨
挨

拶
が
あ
り
、
反
省
し
て
今
後
に
つ
な
げ

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

海
外
委
員
会

・
中
村

昨
秋
訪
れ
た
東
チ
ベ
ッ
ト
の
山
の
写

真
を
回
覧
。

自
然
保
護
委
員
会

・
河
西

「高
尾
の
森
」
通
信
四
号
を
配
布
。

図
書
委
員
会

・
宮
下

第
二
十
三
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

「横
山
厚
夫
さ
ん
に
聞
く
」
を
、
一
月
三

十

一
日
囚
午
後
六
時
半
よ
り
当
会
議
室

に
て
開
催
。

■
会
員
異
動

物
故
森
谷
昭
男

（二
五
八

一
）
０２

ｏ
ｌ

ｏ
３

退
△
〓

小
川
悦
代

（九
五
五
六
）

安
岡
重
明

（
一
一
一
五

一
）

森
田
浩
子

（
一
一
八

一
四
）

清
水
浩
三

（
三
二
一
二
四
）

終
身
会
員

西
川
元
夫

（四
八
八
七
）

国際山岳年日本委員会主催・フォーラム

「我ら皆、山の民一私たちは、

なぜ山にひかれるのか」

一日本の山をめぐる文化的挑戦―

日 時 4月 7日 10時～ 17時
場 所 東京・青 山 東京ウィメンズ・プラ

ザ・ホール

参加費  1,000円 (資料代など)
*参加は当日受け付け順 とする
●第 1部  開会スピーチ 田部井淳子

(国際山岳年日本委員会委員長 )

講演 :小泉武栄 「美 しく、そして世界的

にも特異な日本の山」

●第 2部 スライ ドとトーク=多田多恵子
「日本の山の花、植物の神秘」

●第 3部 立体フォーラム 「登山の現場か
ら日本の山を語る」 =山野井泰史、
服部文祥、石川直樹、他がスライ

ドと映像で報告

●問合せ 国際山岳年日本委員会事務局長
江本嘉伸  Tel:03-3357-7704
:Fax:03-3359-7907

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。
S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。
ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。

htp://WWWEWinedOu■ CO● ip/

トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。
メールマガジンもよろしく。

マキノ酒店有限会社 牧野 菊生
(会員8299番 )

千葉県印施郡富里町日吉台5-10-7
TEL:0476-93-2200
FAX:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞 ●フランス食
品振興協会 (ソベクサ)認定コンセイエ (小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

ワインを直輸入しています
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イラスト・宇都木慎一

◆
第
二
十
回

「山
岳
史
懇
談
会
」

図
書
委
員
会

名
著
の
誉
れ
高
い
『北
八
ッ
街
径
』
が

装
い
新
た
に
甦
る
と
同
時
に
、
そ
の
続

編

『八
ヶ
岳
挽
歌
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
著
者
を
お
迎
え
し
て
、
両
書
の
間

に
横
た
わ
る
数
十
年
の
歳
月
に
お
け
る

八
ヶ
岳
の
山
と
人
と
環
境
の
変
化
に
つ

い
て
、
思
い
を
存
分
に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時
　
四
月
十

一
日
囚
　
十
八
時
三
十

分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
演
者
　
山
口
耀
久
氏

◆
屋
久
島
若
葉
山
行
募
集
集
会
委
員
会

一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
屋
久
島
若

葉
山
行
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
。
最

高
の
屋
久
島
を
満
喫
す
る
た
め
に
テ
ン

ト
泊
を
と
り
い
れ
、
概
算
で
お
知
ら
せ

し
た
費
用
も
航
空
会
社
と
の
交
渉
で
大

幅
に
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
五
月
十
九
日
ｍ
七
時
四
十
五
分
　
羽
田

空
港
集
合
　
屋
久
島
い
わ
さ
き

ホ
テ
ル
泊

五
月
二
十
日
０
　
白
谷
林
道
↓
縄
文
杉

↓
新
高
塚
小
屋

（テ
ン
ト
泊
）

五
月
二
十

一
日
ω
　
宮
之
浦
岳
↓
永
田

岳
↓
鹿
の
沢
↓
花
山
林
道

屋
久
島
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
泊

五
月
二
十
二
日
Ｑ
十
六
時
　
屋
久
島
発

↓
羽
田
空
港
　
解
散
二
十

一
時

三
十
分

費
用
　
十

一
万
円

（含
む
航
空
運
賃
）

定
員
　
二
十
名

申
込
　
氏
名
、
会
員
番
号
、
住
所
、
電

話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
明
記

し
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

勝
山
康
雄
宛

（〒
三
三
四
‐
○

〇
五
七
　
川
口
市
安
行
原

一
二

六
二
‥
三
五
　
ｈ
Ｏ
四
八

‥
二

九
四
‥
九
六
四
六
）

◆
探
索
山
行

「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
塩

の
道
を
学
習
す
る
」
（予
告
）
科
学
委
員
会

日
時
　
六
月
八
日
０
～
九
日
０

場
所
　
糸
魚
川
沿
い
　
大
網
峠

交
通
　
東
京
よ
り
貸
し
切
リ
バ
ス

＊
詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
二
〇
〇
二
年
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

北
海
道
支
部
と
共
催
し
、
国
際
山
岳

年

・
山
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ｏ
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
、
北
海
道

で
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
七
月
十
二
⑥
～
十
四
日
０

十
二
日
　
ホ
テ
ル
大
雪

（層
雲
峡
）
集

△口

十
三
日
　
大
雪
山
登
山

・
夜
懇
親
会

十
四
日
　
ホ
テ
ル
に
て
集
会
。
終
了
後

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
移
動
。

会
場
　
上
川
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
山
岳
自
然
環
境
へ
の
私
た
ち

の
イ
ン
パ
ク
ト
と
こ
れ
か
ら
の

自
然
環
境
保
全
の
あ
り
方

解
散
　
午
後
、
自
由
解
散

費
用
　
二
万
九
千
円

申
込
　
ハ
ガ
キ
で
川
越
尚
子
宛

（〒

一

八
五

！
○
〇

一
一　

国
分
寺
市

本
多
三
‥
七

‐
三

〓

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
岐
阜
支
部

当
支
部
の
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。
多
数
の
会
員
の
ご
参
集

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

記
念
式
典

・
講
演
会

・
祝
賀
会

日
時
　
五
月
十

一
日
０
　
十
四
時
開
式

会
場
　
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

（岐
阜

県
高
山
市
西
之

一
色
町
）

講
師
　
斎
藤
惇
生
氏

（前
会
長
）

記
念
山
行

日
時
　
五
月
十
二
日
０
　
八
時
出
発

山
行
　
川
上

（か
お
れ
）
丘
山
（
一
六
二

八
厨
）

観
光
　
宇
津
江
四
十
八
滝
、
他

費
用
　
二
万
三
千
円

（祝
賀
会
、
記
念

品
、
宿
泊
、
山
行
を
含
む
）

申
込
　
四
月
十
日
Ｑ
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

堀
　
義
博
宛

（〒
五
〇
三

‐
○

九
八

一
大
垣
市
桧
町
三
五
二
‥

二
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
第
四
回

「森
の
勉
強
会
」

東
海

・
京
都

・
関
西

・
岐
阜
各

支
部
、
自
然
保
護
委
員
会
共
催

森
の
自
然
保
護
を
志
す
者
が
、
そ
の

保
護
す
べ
き
対
象
を
科
学
的
に
正
確
に

把
握
し
、
総
合
的
な
理
解
を
も
つ
た
め

の
森
林
生
態
学
の
講
義
と
原
生
林
で
の

野
外
実
習
で
す
。

日
程
　
五
月
十

一
日
０
九
時
～
十
二
日

０
十
七
時

場
所
　
座
学
＝
京
都
府
北
桑
田
郡
美
山

町
中
　
河
鹿
荘

実
習
＝
京
都
大
学
演
習
林
周
辺

（通
称

「芦
生
の
森
」
）

十

一
日
　
森
林
生
態
学
講
義
　
由
良
川

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
紹
介
及

(14)
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び
美
山
町
の
茅
葺
き
民
家
見
学

十
二
日
　
野
外
実
習

（登
山
と
同
等
な

山
坂
が
あ
り
ま
す
。
平
坦
な
森

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

定
員
　
主
催
四
支
部
以
外
に
十
名
程
度

費
用
　
二
万
四
千
円

（五
月
十
日
宿
泊

の
場
合
は
八
千
円
追
加
）

交
通
　
京
都
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス

・
美
山

2002年上高地「さんけん」
利用案内

自然エネルギー研究、会員の親

睦、新会員の交流の場としての
「さんけん」は、冬季の利用も検討

に入れて、今年度は新会員のニー

ズに応えられるような新しい企画

でオープンします。

開所期間 :4月 29日0～
11月 8日 (金)

利用予約受付 :4月 1日 より
利用申込 三直接 「さんけん」ヘ

TEL:0263-95-2533
*ただし5月 11日 までの利用予
約については事務局ヘハガキ、ま

たはファックス (03-3261-
4441)で 申し込んでください。

山岳研究所運営委員会

町
営
バ
ス
ま
た
は
自
家
用
車

申
込
　
二
月
末
日
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

か
ハ
ガ
キ
に
会
員
番
号
、
支
部

名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
野
村
誠
人
宛

（〒

‘六

一
五

‐
八
〇
七
二
　
京
都
市

西
京
区
桂
木
ノ
下
町
三
八

‥
一

ｈ
Ｏ
七
五
‥
二
五
五
！
〇
一
一

二
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
第
十
六
回
懇
親
山
行

９２
同
期
会

奥
多
摩
の
軽
い
山
に
出
か
け
ま
せ
ん

か
。
当
日
近
く
で
自
然
保
護
委
員
会
「高

尾
の
森
づ
く
り
」
の
記
念
植
樹
祭
が
開

か
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
も
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
四
月
十
四
日
０
　
雨
天
決
行

場
所
　
景
信
山

集
合
　
Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
北
口
改
札
午
前
九

時

申
込
　
四
月
七
日
０
ま
で
に
召
田
俊
雄

宛

（肌
〇
四
八

！
七
七
二
‐
八

三
四
三
）

１
月

７

日

８

日

会
報
編
集
委
員
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

10 9
日 日日

１５

日日日日日日日
17

日
16

日

22 21 19 18
日 日 日 日

31 30 29 28 25 24 23
日

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

学
生
部
　
資
料
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

集
会
委
員
会
　
山
の
自
然
学
研

究
会
　
高
尾
の
森
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
総
務
委
員
会

００
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

三
水
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

高
所
登
山
研
究
委
員
会
　
フ
イ

ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ
　
山
の

自
然
学
研
究
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

燦
々
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会

海
外
登
山
基
金
委
員
会
　
二
火

会
　
９５
同
期
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
９６

同
期
会

青
年
部
　
９８
同
期
会

土
曜
会
　
山
の
自
然
学
研
究
会

ト
イ
ン
ノ
ー
ト
小
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

高
所
登
山
研
究
委
員
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
　
００
会

１
月
来
室
者
５８９
名

■
訂
正
　
一
一月
（六
八

一
）
号
五
ペ
ー
ジ

三
段
二
四
、
二
八
行
、
四
段
七
行
日
の

パ
ウ
ル

・
パ
ウ
ア
ー
は
バ
ウ
ア
ー
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
¨

●
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
山
岳
会
の
会
報

『山
』
の
編
集
作

業
の
実
務
を
丸
九
年
間
に
わ
た

っ
て
担

当
し
て
き
た
奈
良
原
町
子
さ
ん
が
、
実

務
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
報
の
内
容

・
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
商
業
誌
の
レ
ベ
ル

ま
で
引
き
上
げ
た
努
力
に
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
　
”

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

●
後
任
は
現
在
見
習
い
作
業
中
で
次
号

で
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
な
ん
と
か
会

報
の
内
容
、
レ
ベ
ル
を
落
と
さ
ず
、
発

行
日
に
遅
れ
ず
と
念
じ
て
努
力
い
た
し

ま
す
。
　

　

　

　

　

（今
村
　
千
秋
）
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